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丸
山
思
想
史
学
の
批
判
的
再
評
価

.

——

日
本
近
代
社
会
経
済
思
想
史
の
対
象
と
方
法
に

.か
ん
す
る
若
干
の

考

察

(

一)

の

⑴

——

.
E

r

p

 

n

H

V

2
!

次 

一
理
論
的
前
提

ニ

-「

政
治
風
俗」

概

念

の

成

立

■

三

「

人
心
風
俗」

思
想
の
展
開 

.

.

四
■
総
括
と
展
望 

㈠

ロ
シ
ァ
型
肯
定
の
思
想
史
的
意
義 

㈡

政
体
論
相
対
化
と
絶
対
主
義
思
想

一

理

論

的

前

提

『

丸
山
.思
想
史
学
の
批
判
的
得
評
価』

)

を
試
み
た
論
稿
の
結
論
に
従
え
ば
、
問 

題
の
所
在
は
、
政
治
の
思
想
史
が「

独
立」

の
思
1
史
た
ら
ん
と
す
る
と
き
、
 

7 t
名
し
く 

r

国
家」

の
認
識
論
的
な
構
造
に
お
い
て
、
思
奶
の
全
体
構
造
を
把 

握
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
が
示
さ
九
た
と
い
ぅ
点
に
在
る
の
み
な
ら
ず
、
政
治
思 

想

史

の「

国
家
の
思
想」

が
、
全
社
会
構
造
の
総
括
を
果
し
得
ぬ
概
念
で
あ
る 

た
め
に
、
全
精
神
構
造
を
包
括
し
尽
し
得
ぬ
限
界
を
持
つ
と
い
ぅ
点
に
在
る
こ 

と
も
明
か
で
あ
る
か
ら
、
問
題
の
解
決
は
、
ふ
た
つ
に
ひ
と
つ
の
方
途
に
依
'拠

へ
せ
^o

る
を
得
ぬ
こ
と
も
前
論
に
お
い
て
既
に
こ
れ
を
關
明
せ
る
と
こ
ろ
で
あ 

る
。
す
な
わ
ち
第
一
の
方
法
に
ょ
れ
ば
、
政
治
思
想
史
の「

田〗

相
、心」

の
概
念
が
、
 

宗
教
社
会
学
の『

倫
理』

の
概
念
に
、
全
く
同
化
せ
ら
れ
る
か
.又
は
少
く
と
も 

そ
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
精
祌
構
造
論
へ
つ
ら
な
る
政
治
思 

想
史
に
お
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
社
会
学
の
方
法
的
影
響
が
、
さ
い 

わ
い
に
も
、
間
接
的
に
し
か
し
て
派
生
的
に
あ
ら
わ
れ
、
丸
山
思
想
史
学
に
お 

け

る

「

思
想」

を

「

制
度
に
お
け
る
精
神」

の
概
念)

た
ら
し
め
な
が
ら
も

、

思 

想
史
に
お
け
る『

思
想』

の
概
念
を
社
会
学
に
お
け
る『

命
11
'』

と
混
同
す
る 

に
い
た
ら
ず
に
、『

宗
教
の
倫
理』

を

「

国
家
の
思
想」

に
ft
き
換
え
る
と
い 

う
丸
山
氏
固
有
の
理
論
的
操
作
を
坐
み
出
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
丸
山
真 

男
氏
の
精
神
構
造
論
に
あ
っ
て
は
、「

か
'
4の
思
想」

が

「

i
'
か
の
思
M」

へ 

.
展

開

せ

ら

れ

る

と

同

時

に

、

「

政

治

の

思

想

」

を

『

宗

教

の{§
'
®!
'』

に

替

ら

し
 

め
る
が
如
き
思
想
史
の
社
会
学
へ
の
従
属
は
回
避
^

^
、
か

く

し

て『

独
立』 

の
思
想
史
に
い
た
る「

国
家」

の
思
想
史
の
展
望
が
開
か
れ
得
た
と
い
う
点
を 

『

評
価』

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、『

批
判』

の
課
題
は
、
丸
山 

思
想
史
学
の
方
法
論
的
用
具
と
も
做
し
得
べ
き
、

「

国
家」

の
概
念
が
適
用
さ

れ
得
る
範
四
を
極
め
て
、
そ
の
限
界
を
ば
踏
破
す
る
見
地
よ
り
展
開
さ
れ
ね
ば 

な
ら
ぬ
。
と
は
い
え
一
般
的
か
つ
理
論
的
に
み
れ
ば
、
経

済

「

括
弧」

.づ
け
の 

•a
i
^
iに

丸

山「

史
学」

の
限
界
を
み
る
、
と
云
う
点
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
シ
ス 

ト
も
ヴ
ヱ
パ
リ
ァ
ン

%■
揆
を
一
に
す
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
第
一
一
の
方
法
と
よ 

ぶ
も
の
、
す
な
わ
ち
政
治
思
想
史
の「

国
家」

の
概
念
に
か
え
て
、
政
治
経
済 

学

の

『

国
家』

の
概
念
を
置
く
と
云
う
第
二
の
方
途
に
つ
い
て
後
者
の
反
対
太 

あ
り
得
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
論
究
の
課
題
は
特
殊
的
か
つ
歴

史

的
 

な

產

に

限

定

せ

ら

れ

る

。
異
れ
る
矛
盾
は
興
れ
る
方
法
に
依
ら
ざ
る
か
ぎ
り 

解
決
に
到
達
し
得
べ
>

で
あ
ろ
う
。
思
想
史
.の
方
法
に
か
ん
す
る
理
論
を
も
た 

ぬ
と
揚
言
す
る
よ
う
な
研
究
者
を
批
判
す
る
さ
い
に
、
批
判
の
課
題
を
理

論

的

 

な
領
域
に
局
限
す
る
こ
と
は
歴
史
的
な
研
究
の
成
果
の
単
純
な
否
定
に
す
ぎ
な 

い
。
そ
れ
ゆ
え
に
本
稿
に
お
い
て
展
開
さ
る
べ
き
は
、
国
家
に
関
る
思
想
に
つ 

て
の
実
証
的
な
論
拠
よ
り
す
る
丸
山
氏
の
方
法
の
評
価
を
伴
う『

批
判』

な 

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
上
述
の
論
稿
に
よ
f

c
、

一
 

八
.六
0
年
代
後
半
か
ら
ー
. 

八
七
〇
年
代
前
半
へ
の
、
.一
変
革
期
に
お
け
る
福
沢
論
吉
の
国
家
思
想
の
成
立
. 

過
程
に
か
ん
し
、
丸

山

「

史
学」

の

「

国
家
の
.思
想」

の

「

概
念」

13
撞 

局
苟
に
つ
し
て
妥
当
で
も
あ
り
全
局
に
つ
I

て
至
^
で
は
な
く
、
反
論
し
得
る 

と
共
に
否
定
し
得
ぬ
が
如
き
関
連
に
た
つ
こ
と
が
例
証
さ
れ
う
る
か
ら
、
Jf
,
R 

の
思
想
の
批
判
に
基
く
前
記
の
概
念
の
検
討
の
域
に
当
面
の
論
題
を
限
る
と
い 

う
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
に『

国
家』

と

『

思
想|

こ
^
も 

す
る
、
概
念
の
設
定
と
検
証
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
段
に
い
わ 

ゆ
る
政
治
経
済
学
の『

国
家』

の
概
念
を
政
治
思
想
史
の「

国
家」

の
概
念
に 

代
置
す
る
こ
と
も
、
福
沢
に
お
け
る
近
代「

国
家
の
思
想」

.
分
S

た
め
.の
仮

丸
山
思
想
史
学
の
批
判
的
再
評
価

説
を
設
定
せ
、3 ^
1
す
る
当
面
の
課
題
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日

本

「

近
代」

の 

『

主
要』

な
問
挪
亦
、
政
.
に

た

い

す

る

^

^

の

関

係

と

し

て

の

み

表

象

さ

れ
 

得
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
わ
れ
わ

れ

も「

ル
ル」

日
本
の
.『

ル
职』

分
析
に
お
い 

て
は
、『

国
家』

の
概
念
を
ま
さ
に
経
か
的
か
^ '
の
& '
'
4的
,

1
に
お
け
.る
顕 

現
の
表
象
と
し
て
位
せ
し
め
る
訳
で
あ
1̂
。
こ
れ
に
た
い
し
、

『
思
想』

の
嘅 

.念
に
つ
い
て
は
若
干
の
補
説
を
よ
ぅ
す
る
。
な
ん
と
な
れ
ば『

思
想』

の
概
念 

な
る
も
の
は
経
省
に
よ
り
三
重
に
規
定
さ
れ
る
関
係
と
し
て
の
み「
厳
密」

に 

論
定
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
前
論
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
务
务
に
よ
り
三
重 

に
規
定
さ
れ
る『

思
想』

は
、
务
教
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
上
部
構
造
と
於
妒
に 

よ
り
表
現
さ
れ
る
下
部
構
造
の
、：

相
互
作
用
の
関
速
が
精
神
構
造
の
内
部
へ
展 

開
さ
れ
た
関
係
と
し
て
掴
ま
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
.、

い

わ

ゆ

る

宗

教

の

}
^
^
を 

そ

の

『

伝
統』

な

き

「

伝
統
1-
と
す
る
日
本
の
思
1̂
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
福 

沢
論
告
に
.お

け

る

反「

宗
教」

的
な
思
想
を
考
察
す
る
と
い
ぅ
今
後
の
課
題
に 

と
っ
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
さ
い『

経
済
学
批
判』

の

「

序
言」

に
お
け
る
上
部 

構
造
論
の
規
定
に
た
ち
か
え
っ
て
、
精
神
構
造
に
対
置
せ
ら
れ
る『

政
治』

を 

『

宗

教』

に

代

表

せ

ら

れ

る

上

部

構

造

と

換

え

.お

く

に

如

く

は

わ

れ

わ
 

れ

が

『

思
想』

の
概
念
を
斯
様
に
訂
正
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
論
稿
に
あ
ら
わ 

れ

る

『

思
想』

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、'『

M '
^ '』

に

よ

り『

i&
'

t

jの
規
定 

さ
れ
る
関
係
が
、
そ
れ
じ
た
い
、
経
済
的
下
部
構
造
に
規
定
さ
れ
る
精
神
的
上 

部
構
造
に
反
映
さ
れ
て
、

こ
の
ば
あ
い
、.『

政
治』

§ :

心
が『

搔
済』

ル
职
に 

規
定
さ
れ
る
関
連
と
し
て
、
こ
れ
を
要
す
る
に
精
神
構
造
の
内
的
速
関
と
し
て 

把

握

さ

れ

た『

国
家
の
思
想』

の
概
念
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

七
九
.(

一
四
九
一)



(
1
.

)

.田
中
明
：「

日
本
近
代
社
会
経
済
思
想
史
の
方
法
と
対
象
に
か
ん
す
る
若
干 

の考
察

：！：一

^
丸

山

思

想

史

学

の

批

判

的

得

評

価

——
J 

(『

三
田
学
会
雑
誌』

. 

:

59
卷
12
号
。) 

•

(

2)

丸
山
真
男「

思
想
史
の
考
え
方
に
つ
い
て一

-類

型

•‘範

四

.
対
象——

」 

' (

武
田
淸
子
編『
思
想
史
の
方
法
と
対
象
-

—

H
本
と
西
欧
I

』

9〜

16

頁
。)

(

3

)

丸
山
真
男「
日
本
の
思
想」

へ『

日
本
の
思
想』

第
ー
論
文
36〜

37

頁
。)

(

4)

丸
山
真
男「

明
治
国
家
の
思
想」

の
表
題
ょ
り
な
る
こ
の
概
念
は
註(

6) 

の
そ
れ
で
あ
る
。

'

.

.

 
.

.

C

5)

：
旧

中

前

掲

論

文

3

一
一
 

田

学

会

雑

誌

』

59

卷
12

号
93

頁
。)

(

6)

政

治

の「

制
度
に
.お
け
る
精
神」

0'
概
念
に
つ
い
ズ
同
上
96〜

97
頁
註 

(

1)

.の
解
説
を
参
照
。

(

7)

し
か
.
し
な
が
ら
、
そ
の
，理
論
は
ヴ
ヱ
バ
ァ
に
山
来
す
る
。
.Y

g
l
.

窆
.
 

W
e
b
e
r
,

 

D
i
e 

protestantische 

E
t
h
i
k

 

u
n
d

 

der 
Geist d

e
w

w

^

i
n
: 

'
Ges

a
m
m
e
l
t
e

 A
u
f
s
E
t
z
e

 zur Keligionssoziologie, 
.Bd. I. 

(Tubingen. 

1922) 

S. 

56.

(

8)

同
氏
に
お
け
る
こ
の
姿
勢
は
戦
前
に
確
立
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
点
に
関 

し
て
、
丸
山
真
男
，

「

戦
前
に

.お
け
るE

本
の
ヴ
ヱ

ー

バ

ー
研
究」

(
大
塚
久
雄 

編

『

マ
ッ
ク
ス
•
ヴH

丨
バ
|
研
究』

.16
5

|
16
6
頁
。)

の
論
述
を
参
照
。

(

9

)

梅
本
克
己「

マ
ル
ク
ス
主
義
と
近
代
政
治
学——

丸
山
真
男
の
立
場
を
中 

心
と
し
て——

」

へ『

講
座
现
代
の
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ー』

.
豸
五
卷
34〜

35

更
。)

の
所
論
を
参
照
。
 

‘ 

.

(

10)

内
田
芳
明r

日
本
に
お
け
る『

思
想
史』

の
成 

立 

丸
山
真
男『

日
本

の
思
想』

を
め
ぐ
っ
て
I

」
(『

商
経
法
論
叢』

VD
I
丨

3
号
47〜

48

頁
。)

の 

所
説
を
参
照
。

.(

11)

丸
山
真
男「

思
想
史
の
考
え
方
に
つ
い
て——

M
型

.
範

囲

.
対
象
.

I」 

(

武
田
編
前
掲
書
1〜

5
頁
。)

の
所
説
を
参
照
。

八
〇

(

一
四
九
5

,
.

(

12)

田
中
前
掲
論
文
、
四
の
㈣

(

*=
9
三
田
学
会
雑
誌』

59
卷
12
号
94〜

96

;良
。)

.
'の
所
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

.(

1)

w
. ..Marx, 

Z
u
r

 

Kritiik . der, 

Hsgelschenwechtsphilosophie. 

「
Hinleitung, in: 

M
a
r
x

 E
ng
el
s W

e
r
k
e
,

 

wd. I. 

(Berlin 

1957
) 

w. 38
2
.

(

14)

福
沢
の
場
合
に
つ
い
て
は
三
節
を
検
討
せ
ら
れ
た
し
。

(

15)

こ
の
見
地
は
と
く
に
レ
ー
ニ
ン
の
そ
れ
に
由
来
す
る
。

(

16)

FT
I
中
前
掲
論
文
.(『

三
田
学
会
雑
誌』

59
卷
12
号
85〜

86
頁
。)

.

(

17
-)

宗
教
の
不
在
を
つ
い
た
福
沢
の
指
摘
に
つ
い
て
同
上
91
頁
註(

7)

参
照
。

(

18)

そ
の
点
に
関
し
て
、
丸
山
教
授
の『

日
本
の
思
想』

は
福
沢
論
吉
の
見
解 

を
踏
襲
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

19)

..
反

「

宗
教j

的
な
言
辞
は
と
き
に
宗
教
擁
護
の
思
想
と
も
な
る
。
と
は
い 

\

.

え
福
沢
に
お
け
る
宗
教
擁
護
は
国
権
確
立
の
た
め
の
便
法
で
あ
ろ
う
。〔

竹
す

庄
八
日
記
抄〕

(

福
沢
論
吉
全
集
第
ニ
十
ー
卷
33
7〜

33
8
頁
。)

の
記
述
を
参
照
。
 

20)

田

中

前

掲

論

文

三

章

(『

三

田

学

会

雑

誌

』

59
卷
12
号
84〜

87
頁
。)

の
範 

式

〔

n〕

⑴
に
よ
る
.〔

n〕

(b
)

の
置
換
で
あ
る
。v

g
l
.

«

M
a
r
x
,

 

Z
u
r

 

.

K
r
i
t
i
k

 

der 

politischen 

o
k
o
n
o
m
i
e
.

 

v
o
r
w
o
r
t
'

 

in: 

M
a
r
x

 

H
n
g
e
l
s

 

W
e
r
k
e
,

 

Bd. 

XIII. 

(Berlin 

1.961) 

s
'
s
.

ニ

「

政
治
風
俗

」

概
念
の
成
立

概
し
て
云
え
ば
、
.福
沢
の
思
想
も
、『

西
洋
事
情
外
編』

(

一
八
六
八
年
刊) 

以
前
に
は
軍
事
的
政
治
的
に
機
能
す
る
、
思
想
の
形
態
と
い
う
意
味
に
お
け
る 

「

国
家
の
思
想」

な
い
し
は
政
治
.の
思
想
と
し
て
作
用
し
て
い
た
。
既

こ

を

D 

最
古
の
刊
本
と
看
ら
れ
る
、

『

増
訂
華
英
通
語』

.(

一
.八
六
〇
年
刊)

の
訳
者
も 

こ

れ

を「

以
て
国
家
の
急
務
に
答
ふ」

べ
し
と
揚
言
し
、

『

雷
敍
喿
去
-
 

(

全

三
巻

.
一
八
六
六〜

一
八
七
〇)

と

併
行
し
つ
つ
続
刊
さ
れ
た
、『

西
洋
事
情』 

(

全
三
編
.

.

ー
八
六
六〜

ー
八
七
〇)

の

編

者

が『

初
編』

の

「

小
引」

に
示
唆 

す
る
所
に
拠
れ
ば
該
著
の
.E

的
は
.「

外
国
の
形
勢
情
実j

と
り
わ
け「

各
国 

の
政
治
風
俗.

J

い
か
ん
を
窺
い
知
る
点
に
在
る
も
の
と
せ
ら
れ
/C
I

。

上
記
の 

「

政
治
風
俗」

概
念
は
後
述
の「

人
心
風
俗」

M -
&
と
照
し
合
せ
て
の
み
解
し 

得
ら
れ
る
が
、へ
ま)

ず
は
政
治
の「

制
度
に
お
け
る
精
神」

の
構
造
と
い
ぅ
丸
山 

教
授
の
方
法
概
念
に
照
し
て
f

得
な
い
訳
の
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
を
以
下 

に
考
究
す
べ
く
、『

西
洋
^

情
初
編』

(
一

八
六
六
年
刊)

の

「

備
考」

を
か
の 

TI

写
本
西
洋
^

！IJ
)
(

六
五〜

六
年
稿)

と
対
照
す
れ
ば
、
稿
本
の

■
「

写
本」

が 

「

政
体」

を
四
分
し
、「

合
衆
政
治」

を
前
提
す
る「

か
許
於
！b」

に
対
.置
し 

て
、「

貴
族
合
議」

と
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
い「

主
君
独
.

裁」

を
措
定
す
る
の 

に
た
•

い
し
、『

初
編』

の

「

備
考」

は
こ
れ
を
三
輝
に
分
類
し
な
お(

.L6)

、「

合
衆 

政
治」

と
速
繁
す
る「

貴
族
合
議」

に
対
趟
.

し
て
、

「

立
君
独
裁」

.
へ
転
化
せ 

ざ
る
を
え
な
い「

モ
ナ
ル
キ」

に
.

想
到
す
.

る
の
で
あ
る
が
、'
如
上
.の
政
治
形
態 

論
に
お
け
る
■一

i
*
f

分
法
構
成
の
契
機
と
し
て
は
第
一
に
か
か
的
要
因
の
取
抓
窺
定 

■

性
を
考
慮
す
ベ
.

き
で
あ
ろ
ぅ
。
あ
る
い
は
同
じ
事
で
あ
る
が
、
政
治
咼
程
■

の

觅
. 

実
的
■
•

歴
史
的
.

な
要
請
は
思
■

想
の
観
念
的
.
理
論
的
な
上
層
構
築
の
内
部
へ
貫 

徹
し
、
ff
i

:

欧
近
代
の
思
想
.

を
し
て
封
建
日
本
の
L

に
適
合
す
ベ
き
姿
態
を
採 

.

ら
1>

め
.

る
に
至
る
の
.

で
あ
る
P

そ
の
ば
あ
い
、
' 

わ
れ
わ
れ
が
、
稿
本
の「

写
本」 

に
お
け
る
'

四
種
，の

「

政
体」

に
お
い
て
、
‘ 

_

「

合
衆
政
治」

に
f

「

か
斯
於
斯」

と

「

貴
族
合
議」

に
替
る
.
.

「

主
君
独
裁〕

の
.对
11
:
の
背
後
.
に

、
、
近

代

国

家

‘.の

政 

治

形

態

.と封
建
国
家
の

支

配

形

態

の
区
.

別

と

い

ぅ

於

勝

に

陰

蔽

ざ

れ

た

：か

务

の 

'
根

違

を^-
出

す

の

には
ん
し
、「

政

体」

.

.を

T

三

様」

.

.

に
.

と
.
ら
：
え.
る

r

初

編』

九
山
思
想
史
学
の
批
判
的
}

$

評
価

の

「

f t

#」

に
あ0

て
は
本
質
論
的
な
省
察
の
痕
脉
を
も

政
治
•
取
の
論

題

べ
 

と
解
消
し
、「

貴
族
合
議」

に

具
現
す
る「
合
衆
政
治」

を

杏

定

し

て

「

立
君 

独
裁」

の

「

モ
ナ
ル
キ」

に
就
か
ん
と
す
る
政
治
の
論
理
を
贯
く
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
過
程
を
機
能
論
的
に
追
求
す
る
な
ら
ば
、「
貴
族
合
議」

が
思
想
を 

こ
えV

薩
長
同
盟
に
実
現
せ
ら
れ
る
.慶
應
ニ
年
一
月
以
降
、
少

く

と

もr

事
倩 

.初
編』

が
執
筆
せ
ら
.れ
刊
行
さ
れ
た
同
十
ニ
月
の
頃
ま
で
の
裙
沢
の
寺
論
は
、
 

「

大
名
同
盟 
< 

< 
対
処
す
る
幕
臣
が
大
君
の「

モ
ナ
ル
キ」

を
擁
護
す
る
佐
幕
の 

思
へI)

に
す
ぎ
ず
、
親
仏
佐
幕
派
の
絶
対
主
義
化
の
構
想
に
つ
ら
な
る
事
実
を
同 

時
期
の
書
翰
の
み
な
ら
ず
政
治
的
な
文
書
の
う
え
に
も
求
め
得
る
で
あ
ろ
う
。
 

そ
の
よ
う
な
文
書
の
実
!

^
し
て
引
用
す
ベ
き
资
料
と
み
ら
れ
る
、
慶
應
ニ
年 

七

月

の「

福
沢
論
吉
建
言」

は
理
論
家
の
思
想
が
政
治
家
の
施
策
に
転
化
し
て 

，ゆ

く

過

程

を

し

め

し

、
政

ぬ

^

--
@

べ

と

働

き

掛

け

る

思

想

形

態

が

反

而

に
お
い 

て
政
治
に
規
定
サ
ら
れ
る
結
果
、「

外
国』

の

「

雇
兵」

に

「

御
家」

の

「

中 

興」

、>

賭
け
る
国
際
主
義
の
主
張
は
封
建
主
義
と
分
離
さ
.れ
得
ぬ
事
実
を
も
例 

示
す
る
。
こ
の
点
に

.関

し

て

、

丸

山

教

授

が

「

唐

人

往

来」
(

六

五

，ヰ
_

)

と 

「

或
云
随ilf」

(

六
六
年
稿)

の
国
際
f
e
を
、『

事
情
初
編』

な

い

し

は「

論
吉 

建
言」

に

い

た

る「

㈣
ま」

中
.心

か「

立
君」

思
想
か
ら
切
り
離
し
て
、「

万
国 

公

法」
：

の

思

想

に

た

よ

る

「

立

君

独

裁」

め

政

治

に

.
お

け

る

封

連

主

義

が

思

想 

に
た
い
す
る
影
響
.を
過
小
評
価
さ
れ
る
と
き
、
幕
末
時
代
の
福
.沢
に
特
有
ヒ
絶 

•

対

主

義

論

の

封

建

的

性

格

と

国

際

主

義

論

の

^

か

的

性

格

の

相

互

作

用

の

関

連 

は

見

失

わ_;.
i
xて
I
.ま

う
.の

で

あ
.る

。

し

か̂

な

が

ら

、

上

述

の

.賀

弁

的

絶

対

主 

義

論

と

封

建

的

国

際

主

義

論

の

合

成

.は

、

日

本

近

代

思

想史
を

質

く

絶

対

主

^

の

近

代

性

と

国

家

主

義

の

：排

ル

他

の
相

互

規

定

的

：展

開

に

導

く
歴
史
的
な
諸
前

八

一

(
一

四
九
.三)



提
な
の
で
あ
つ
て
、
福
沢
に
お
け
る
内
外
政
治
論
の
通
史
的
概
観
の
作
業
に
あ

た
り
、
現
代
に
お
け
る
近
代
主
義
的
民
族
主
義
者
の
著
述
が
'こ
れ
を
看
過
し
た

こ
と
も
実
証
的
操
作
の
過
誤
で
あ
る
か
ら
理
論
的
誤
謬
と
做
す
に
.

ば
：及
：ぶ
ま
.

い
。
い
ず
れ
.

に
せ
ょ
、
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
論
題
に
と
つ
て
は
、
依
然
と
し
て

丸

山

「

史
学」

の

「

概
念」

装
®1

か
有
効
で
あ
る
。

な
ん
と
な
，れ
ば
"

「

西
洋

事
情」

稿
本
<0
.

写

本

妒「

政
治
四
様」

の
区
別
に
た
て
る
反
面
に
お

i

て
、
.'
英

国

の

「

立
君
定
律」

.

に

「

貴
族
が
議」

と

「

合
齡g

i
g
」

の
/「

一一一.局
鼎
立」

を 

,

(

1

、
•

見

出

し

政

治

の「

体
裁」

に
お
け
る
這
様
の
：

「

混
同」

を
も
歴
史
の「

事
実」 

に
ぉ
け
る「

風
俗」

と
看
做
し
て
、「

髮

」
と

「

■

がk
」

と

「

影

■

」 

の

「

三
様」

に

「

政
体」

を
分
類
す
る『

初
編』
へ
の
回
路
を
ひ
ら
く
と
し
て 

も

，

同
書
に
お
い
て
確
立
せ
ら
れ
る
.

三
分
法
構
成
W

政

治

的

含

意

、

?!
)
'
-
大

君

の
 

'「

独
裁」

を
守
り
た
て
る「

立
君」

の
構
想
に
在
る
か
ぎ
り
、『

西
洋
事
情
初 

編』

に

い

た

る

「

政
治
風
俗」

概

念

が
-I

立
君
r

歡」

の
]̂
'

め
に
お
け
る「

立 

君
独
裁」

の
精
神
を
表
す
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
本
節
に
引
用
せ
ら 

れ
.

た
、
•「

制
度
に
.

お
け
る
精
神」

と
し
て
の「

風
俗」

の
概
念
は
、

政
体
論
に 

現
れ
た
三
分
法
か
ら
四
分
法
へ
.

の
媒
介
項
に
過
ぎ
ず
、
，政
体
論
を
も
相
対
化
す 

る
後
述
の「

人
心
風
俗」

の
概
念
と
全
く
同
質
の
も
の
と
は
論
定
し
難
い
の
で 

あ
る
'

- 

-
• 

-

- 

-

(

1

)
『

増
訂
華
英
通
語』

(

福
沢
論
吉
全
集
第〖

卷
69

頁
。)

(

2

)
『

西
洋
事
情
初
編』

(

同
全
集
第
ー
'

卷
28
5

~

28
7

頁
。)

. 

.

(

3

)

：『

文
明
論
之
概
略』

パ
同
全
集
第
四
卷
19
.

~
22

页
。)

(

4

)

丸
山
其
男「

日
本
の
思
想
»1
_

(『

日
本
の
思
想』

筘
'

論
文
36
~

37

頁
。)

八
ニ 

(

一
四
九
四)

(

51)

：〔

写

本「

西
洋
事
情」〕

(

同
全
巢
第
十
九
卷
17
6

-

17
7

頁
。)

•

<

6

)

'『

西
洋
事
情
初
編』

(

同
全
集
第
ー
卷
28
9

.〜

29
1

頁
。

}

.

(

7

>

.『

初
編』

は
六
月
に
脱
稿
し
た
と
推
定
さ
れ
る

(

同
全
集
第
ー
.
卷
28
6
頁
参 

照
。)

、-

が
、
出
版
の
時
期
は
.

同
年
の
.

年
末
で
■

あ
ろ
ぅ
と
お
も
わ
れ
る
：(

同
全
集 

第
汁
七
卷
33

頁
参
照
。)

。
.
.

、(

8

)
「

福
沢
英
之
助
宛
.

慶
應
ニ
年
十
一
月
七
日
付
.

福
沢
論
吉
書
翰」

(

同
上

:

31

頁
。)

(

6

)
「

島
津
祐
太
郎
宛
.

慶
應
ニ
年
ニ
月
六
日
付
書
翰」

(

同
全
集
第
十
七
卷
36 

〜

38

頁
。)

に
始
り「

川
路
*

中
村
宛
慶
應
三
年
一
月
七
日
付
書
翰」

(

同
上 

35〜

36

頁
。)

に
終
る
。

,

(

10)

.

〔

長
州
再
征
に
.

関
す
る
建
白
書〕

(

同
全
集
第
ニ
十
卷
7

〜

11

頁
。)

(

11
>

こ
の
点
•

に
関
し
て
、.
田
中
明「

日
本『

近
代
化』

思
想
の
形
成
と
そ
の
構 

?

(

慶
應
義
塾
経
済
学
会
編r

経
済
学
年
報j

 

0
0
、

13
9

丨
14
l

Ji
。)

の

所

説

を•

.

参
照
。

,

: 

:

(

12)
「

唐
人
往
来」

(

同
全
集
第
ー
卷
12〜

23

頁
。)

お
ょ
び「

或
云
随
筆」

(

同
. 

全
集
第
ニ
十
卷
11
~

15

頁
。)

に

み

る「

万
国
公
法
宗」

(

同
上
12

頁
。)

の
こ 

と
で
あ
る
。

13)

丸
山
真
男「

解
題」

(

福
沢
論
吉
選
集
第
四
卷
所
収
論
文
41
3

丨
扔
頁
。)

#.

'

照
。

. 

.

:

(

14)

註

(

4

>

の

「

制
度
に
お
け
る
精
祌」

の
概
念
に
お
な
じ
ノ

(

15)
.
.：

〔

写

本「

西
洋
事
情」〕

.(

同
全
集
第
十
九
卷
17
7

〜

17
9

頁
。)

.

三
「

人
心
風
俗
1-
.

思
想
の
展
開

慶
應
ニ
年
七
月
の
前
記「

建
言」

.

以
降
、
軍
事
的
政
治
的
な
現
実
の
発
展
は 

第
二
次
征
長
戦
の
，敗
北
に
結
果
し
.

、：•
痠
應
三
年
に
お
：け
る
フ
ラ

ン
ス

極

產

策

の
転
換
が
福
沢
に
お
け
る「

モ
ナ
ル
キ」

の
思
想
を
空
転
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
、
 

わ

れ

わ

れ

が

馨
S

開
の
た
め
.

に
も
：、
政
治
的
要
因
の
思
麗
_

な
関
連 

s

ff
i

耍

性

を

喪

失

し

、

政

ヰ

2̂
程

よ

り

解

放

せ

ら

れ

た

政

治

思

想

が

経

済

思

想
 

へ
と
繁k

せ
ら
れ
る
連
関
構
造
の
解
明
が
要
請
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し 

て
慶
C

三
年
成
稿
の『

西
洋
事
情
外
編』

.

の
う
ち
に
、
外
見
上
は『

初
編』

.
の 

三
分
法
力
麗
せ
ら
れ
る
と
は
い
え
、「

写
本」

か
ら

r

初
編』

.
へ
の
推
転
が
四 

ノ
刀
法
の
三
分
化
に
結
実
す
る
の
.

に
た
い
し
て
、『

初
編』

か

ら『

外
編』

ぺ

の
 

旋
回
は
政
体
論
じ
た
い
を
相
対
化
せ
し
め
る
過
程
と
し
て
あ
ら
わ
1

¥

そ
の 

は
あ
レ
政
体
論
の
相
说
と
V

の
は
、『

外
編』

の
編
者
が
西
欧
近
代
の
経 

済
U

の
導
人
に
立
脚
し
、
封
建
日
本
の
政
治
過
程
よ
り

脱
却
せ
L

思
想 

を

経

と

関

係

づ

け

、
か
く
し
て『

事
情』

の
思
想
に
お
け
る「

1

」 

を

も

「

経
済」

へ
と
帰
厲
せ
し
め
る
過
程
を
意
味
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
全
べ 

同
じ
證
過
ぎ
な
い
が
、『

事
情』

の
編
者
が『

初
編』

に
.

あ
っ
て
は「

政
体」 

を
三
種
に「

区
別」

し
な
が
ら
も
、

(

英
国
に
お
い
て「

三
様」

の
政
治
が
.「

混 

同」

せ
ら
れ
る「

事
実」

を
重
視
す
る「

風
俗」

の
視
点
か
ら
、『

外
編』

に

、
 

テ

れ

ば
-

政
府」

の

「

体
裁」

.
を
軽
視
し
て「

職
分」

に
論
及
す
る
過
程
が
沿

P
T

l l

rf l

M 
緣

の

機

能

と「

人
民」

ぐ
の「

教
育」

に
よ
る
•「

風
俗」

め

：r

改(

_)」

と
い
う
第 

ニ
の
機
能
を
あ
わ
せ
た
二
重
の
.

過
程
よ
I

る
が
、
以
下
£

き
ら
か
な
る
ご 

と
く
両
者
と
も『

政
治』

と

『

饔

』

の
相
互
の
関
係
に
結
果
す
る
権
能
を
あ 

ら
わ
す
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「

政
体」

が
ら

「

職
分

」
へ
..

の
論
題 

の
転
換
は
政
治
形
態
の
：軽
視
を
意
味
し
、
機
搆
よ
り
機
能
の
形

麓

を

.重

視

す

る
 

丸
山
思
想
史
学
の
批
判
的
再
評
邮

「

職
/

刀」

r

的

「

権
力」

把
握
へ
の
道
を
^

い
て
、
前
者
に
み
ら
れ
る「

政
治」 

の
機
能
を
そ
れ
が
.「

経
済」

に
た
い
す
る
作
用
に
還
元
し
つ
つ
も
、
経
済
の
政 

治
に
た
ふ
す
る
規
定
性
を「

人
心」

の

「

政
治」

に
あ
た
え
る
反
作
州
に
求
め 

る
と
い
う
方
向
：へ
後
者
を
導
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち『
事
情
外
編』

に
よ
れ 

ば
.

「

人
民
教
育」

'

が
.「

一
国」

'

の

「

人
心
風
俗」

.

を

「

改
取」
.

す
る
あ
か
.つ
き 

に
は
、

「

モ
ナ
ル
キ

」

の「

政
体
1-

も

「

合
衆
政
治」

の
.「

風
俗」

に
な
じ
む
の 

で
あ
り
、
か
よ
う
^

「

政
治
風
俗」

が

「

人
心
風
俗」

.の
も
と
に
包
既
せ
ら
れ 

る
関
係
よ
り
し
て
、

『

西
洋
事
情
外
編』

(

一
八
六
八
年
刊)

か

ら『

文
明
論
之 

概
略』

(
一

八
七
五
年
刊)

へ
と
、

「

人
心」

も
し
く
は「

衆
心」

に

「

政
治
. 

を
従
属
せ
し
め
る「

風
俗」

の
思
想
V

な
り
た
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
こ

. 

『

経
済』

に
た
い
す
る『

政
治』

の
従
属
は「

人
心」

と

「

政
治
，
の
関
系
の 

う
ち
に
顚
倒
せ
ら
れ
た
表
象
を
う
け
と
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に『

概
各
，

の
筆
者
に
よ
れ
ば
、「

文
明」

は

「

衆
心」

の
発
達
を
意
^

>

、「

政
治」

の
体 

带

も

「

文
明」

の
階
梯
な
い
し

は

「
一

国
の
人
心」

よ
り
な
る「

文
明
の
精
神」 

の
発
展
に
照
応
せ
し
め
ら
れ
る
か
1̂

、
こ
の
よ
う
な「

政
治
の
制
度」

に
お
け
る 

「

文
明
の
精
神」

が
あ
ら
わ
す
関
係
は
絰
済
に
.よ
り
政

治

が規
定
さ
れ
る
関
係
の 

反
映
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
は
、
そ

れ

ゆ

え

に

「

文

明

の

精
 

神」

な
る
も
の
が
、
政
治
過
程
へ
と
働
き
掛
ホ
认
実
践
.

H1

'
た
り
得
る
点
で
も 

『

経

済』

過

程

に

作

用

す

，
る

宗

教

の

実

践

r

i

al
'』

と
し
て
の『

Jr
.

I

ト(

&

』)

 

で
は
な
く
殊
に
そ
れ
が『

宗
教
の
倫

理』

、学
説
な
ら
ざ
る
経

済

学
説
の
所
産 

に
す
ぎ
ぬ
点
に
お
い
て
、f

宗
教』

に
由
来
し
な
が
ら
も『

経

済』

へ
作
用
す 

る
よ
う
な
.'

『

エ
ー
ト

ス

』

と
異
る
と
い
.
.う
こ
と
に
在
る
の
み
で
は
な
い
。
わ
れ 

わ
れ
が
主
要
な
問
題
と
み
る
め
は
、『

事
情
外
編』

が
経
済
に
よ
り
政
治
の
規

八
三

(
一

四
九
五)



定
.

さ
れ
る
関
係
を
、'.「

精
神

J
:
:

に
よ
り
；「

政
治」

の
.

規
定
さ
れ
る
関
係
に
.逆
転 

.

せ
し
.

め
'̂
:

が
ら
表
現
す
る
：と
は
.

い
.

^

、.
.
'い
'
.ず

れ
.
.に
.

せ
よ
：.「

人
心」

..の
変
動
に 

「

政
治J

V

を
照
祐
せ
し
：め
る
こ
の
.

理
論
が
：:『

国
家
の
思
想』

' 

に
帰
属
す
，る
と
い 

う
と
>

で
あ
る
。
.

は
た
ま
.

た
本
論
第
一
節
の
.

理
論
的
前
提
に
，よ
.
.れ
ば
1

.

『

国
家 

の
思
想』

.

.

は
経
済
に
政
治
.

の
規
定
さ
れ
る
関
係
が
意
識
に
反
映
さ
•

れ
て
’
政
治 

.

思
想
の
経
済
思
想
に
規
定
さ
れ
る
関
係
と
し
て
展
開
.し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る 

か
ら
、「

風
俗」

：

に
規
宠
さ
れ
る
：

「
政
体」

と
い
う
観
念
を
、
資
本
主
義
.の
世
界 

経
済
に
適
応
せ
ん
と
す
る
封
建
日
本
の
政
治
過
程
を
反
映
す
る
よ
う
な
、，
絶
対 

主
義
'

の
政
^'

思
想
が
：自
由
主
義
の
経
済
思
想
に
規
定
さ
れ
た『

自
家
の
思
想』 

の
変
種
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
面 

よ
り
み
れ
ば
.

上
述
の
政
体
論
相
対
化
が
絶
対
主
義
思
想
の
再
.編
を
意
味
す
る
こ 

と
は
、「

世
界
国
尺
附
録」

(

一
八
六
九
年
刊)

か
ら
一
文
明
論
之
概
略』

(

一
八 

七
五
年)

.

へ
と
、
後
述
の
如
く
に「

政
治
の
制
度」

を
変
改
せ
し
め
る
要
因
と 

し

て

の「

文
明
の
精
神」

の
論
理
を
介
し
て
、「

英
国」

型

の「
殳
罾」

の
制
度 

に
お
け
る
.「

魯
国」

型

の

「

独
裁」

の
精
神
が
貫
獵
せ
ら
れ
る
蕲
実
に
示
さ
れ 

る
所
で
あ
る
。
し
か
る
に
丸
山
氏
の
福
沢
論
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
絶
対
主
義 

は
価
値
判
断
の
.

絶
対
化
に
伴
う
の
で
あ
る
が
、
以
上
に
考
察
せ
ら
れ
た
福
沢
の 

思
想
に
お
け
る
政
治
的
な
価
値
判
断
の
相
対
化
は
絶
対
主
義
を
伴
う
の
で
あ
つ 

て
、

そ
の
よ
う
な
史
実
の
誤
.

認
.

の
う
ち
に
も
、

「

定
律」

の
制
度
に
お
：け
る 

「

独
裁」

の
精
祌
に
自
ら
を
表
し
た
、「

政
治
の
制
度」

に
お
け
る「

文
明
の
精 

裕」

，
の
1S

層
的
な
構
造
.

を
解
明
し
え
な
い
.方
法
の
理
論
的
な
欠
陥
が
み
と
め
ら 

れ
る
の
で
あ
る
P
 

.

八

四

(

一
四
九
六)

:
(

1

)

'

.

石

井孝
：：『

増

訂

明

治

維

新

の

国

際

的

環

境

』

70
2

丨
70
8

頁
の
論
述
を
参
照
。
 

(

？)

ヽ
田
中
明「

若
干
の
考
察」

-B
9

三

(『

三
田
学
会
雑
誌』

59

卷
12

号
84

丨 

,
'
.87
,
頁
'
。

)

.
：
に
.い
.
わ
ゆ
る〔

5

⑷
も
し
く
は〔

'n〕

⑶

を
'
い

み

す

る

。
.：

.

3
.)

『

西

洋

祺if
^

li』
(

福
沢
論
吉
全
集
第|

卷
41
9

頁
。)

：，：

:(

4

.)

こ
の
点
に
関
し
て
、
高
橋
誠
一
：郎

「

解
題」

(

:i

沢
論
吉
経
済
論
集』

45
8

 

'

丨
46
4

頁
。

)

の
論̂

を
参
照
0 

、(

5

)
『

西
洋
事
情
初
編』

'

(

同
全
集
第
ー
卷
28
9

〜

29
0

真
。

}

(

6
.

)

.

.

『

西
洋
事
勝
外
編』

.

(

同
全
集
第
ー
.卷
41
9〜

枷
頁
。)

，
，

(

7)
『

西
洋
事
撒
外
編』

(

同
全
集
第
一
卷
43
3
頁
。)

.に
列
举
さ
れ
.
て
い
る
ー
ー
ー
箇 

:

条
中
の
第
二
項
目
に
つ
い
て
は
註(

8)

の
引
用
箇
所
と
比
較
検
討
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
.い
。

.

?

)

.
\『

西
洋
事
情
外
編』

.(

同

全

集

第

ー

，卷
41
7〜

41
8
頁
。)

(

9) 

'

『

西
详
事
情
外
編』

(

同
全
集
第一

卷
44
1
頁

。

)

.
の

教

育

の

項

目

に

か
ん

し
 

て
も
.こ
れ
を
同
上
45
1〜

45
6
頁

、

同

上42
0〜

42
1
頁
の
記
述
と
対
照
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
•い
。
.
 

1
 

.

(

10)
『

西
洋
事
情
外
編』

(

同
全
集
第一

卷
42
3〜

42
5
頁
。)

,

(

11)
『

文
明
論
之
概
略』

■(

同
全
集
第
四
卷
3
頁
ぉ
ょ
び
41
頁
。)

(

12)
『

文
明
論
之
概
略』

(

同

全

集

第

四

卷
37
頁
ぉ
ょ
び
49
頁
。)

.

(

13)
『

西
洋
事
情
外
編』

(

同
全
集
第
ー
卷
汹〜

42
1
頁
。)

■

.(s
)

 

.
v
oq
l
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D
i
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u
n
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G
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i
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N
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s
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w
d
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1922) 

S. 

40,

(

'1
5)
丸
山
真
男「

福
沢
論
吉
の
哲
学—

と

く

に
そ
の
時
事
批
判
と
の
関
來 

(
日
高
六
郎
編『

現
代
日
本
思
想
体
系
34
近
代
主
義』

所
•収
論
文
。)

四

総

括

と

展

望

㈠

ロ
シ
ァ
型
肯
定
の
思
想
史
的
意
義

.

わ
れ
わ
れ
が
.

以
上
.

に
展
開
せ
る
見
地
よ
り
結
論
す
る
な
ら
ば
、『

国
家
の
思 

想』

を
あ
ら
わ
す「

政
治
風
俗」

と

「

人
心
風
俗」

：
の
思
想
の
分
析
に
お
ハ
て 

は
、「

人
心
風
俗」

：
思
想
を
介
し
て
政
体
論
相
対
化
へ
と
進
.

む

『

西
洋
事
情』

• 

『

外
編』

-

>

.

『

ニ
編』

.

以
降
の
段
階
を
、「

政
治
風
俗」

概
念
を
通
じ
て
絶
対
主
義 

思
想
へ
と
撙
く「

写
本
J

i『

初
編』

以
前
の
段
階
か
ら
区
別
す
る
必
要
が
あ
る 

の
み
な
ら
ず
、『

文
叨
論
之
概
略』

へ
つ
ら
な
石

『

外
編』

以
後
段
階
に
お
い 

て
も
、/

人
心
風
俗」

の
思
想
は「

政
治
風
俗」

の
思
想
が
な
，り
た
つ
次
元
に 

混
在
せ
し
め
ら
れ
、
政
体
論
相
対
化
を
促
迫
せ
し
め
な
が
ら
も
絶
対
主
義
思
想 

.

の
洱
編
に
お
わ
る
か
ぎ
り
ノ「

人
心
風
俗」

思
想
に
内
在
す
る
本
質
論
的
傾
向 

を
ば
、「

政
治
風
俗」

思
想
に
顕
现
す
る
形
態
論
的
外
装
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が 

必
要
な
の
で
あ
る
。

な
ん
と
な
れ
ば
.

、.『

西
洋
事
情
外
編』

よ

り『

西
洋
事
情 

，ニ
編』

，
へ
.

〗
〖

風
俗」

の
思
想
の
二
重
の
展
開
は
、
：

一.
面
に
お
.

い
て
.
.

「

文
明
.

間
. 

化」

の

「

特
権」

を

「

も
な
る
き」

の「

政
体j

に
見
出
し
つ
.

つ
も
、
他
面
に
お 

V

て
，.へ

「

4*

君」

の

「

英
国」

.

型
.

を
媒
に
.

制
度
に
お
け
る
.
'
.
.
:

「

精
神」

の
：.，「

魯
国」 

型
を
捉
え
*

か
く
し
て「

魯
西
亚」

型
.

の

「

独
裁
|_

の
政
治
に
お
け
る「

ズ
明 

開
化」

の 
'

「

_

神」

を
実
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
斯
様
な「

精 

神」

の
構
造
を
'把
握
せ
ん
と
し
て
国
家
本
質
論
的
関
連
の
解
明
に
努
力
す
る
こ 

と
さ
え
も
史
実
の
要
請
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
.て
明
治
ニ
年
成
稿

の

「

世 

界
国
尽
附
録」

に
ょ
れ
ば
、：「

開
化」

の

過

「

第
^

.

'

:

「

渾
池」

「

第
二」

丸
山
思
想
史
学
の
批
判
的
再
評
価

「

蛮
野

J
、

「

第

三」
「

未

開」
「

第

四」
「

文

明」

.

の

「

順
序」

に
進
展
し
、「

第 

三」

の「

未
開」

=
「

半
開」

.

の
階
梯
が「

農
業」
に
依
拠
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、

「

r

四」

の「

文
明」

“

「

開
化」

.

.

の
段
階
は

r

工
作」
を
前
提
す
る
こ
と
に
な
る 

が
、

そ
の
さ
い
に
上
述
の「

世
界
国
尽
附
録」

の
分
類
に
お
い
て
は
、「

+ '
留 

古」
「

支
那
等」

.

に
看
取
せ
ち
れ
る
第
三
の
時
代
を
超
克
し
っ
っ
も
、

「

务
吉 

.

利」

.「

仏
蘭
西」

に
代
表
せ
ら
れ
る
第
四
の
社
会
の
.
.典
型
た
り
え
ぬ
、「

■
西 

亜」

，
も
し
く
は「

魯
西
匝」

.

に
か
ぎ
り「

未
開」

の
国
と
も「

開
化
1_
の
国
と 

も
断
定
さ
れ
え
な
い
^

に
留
意
す
可
き
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
に
た
い
し
、「
li
t

平 

国
尽
附
録」

に
お
い
て
も
政
体
の
区
分
は
，『

西
洋
事
情
初
編』

に
は
じ
ま
'る
分 

類
を
踏
襲
し
、「

政
治」

の
.

「

体
裁」

を

「

も
な
る
き」

.「

貴
族
合
議」

「

共
和
政 

治」

の
：「

三
様」

に
.「

区
別
.

」

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
一
範
疇
の「

も
な
る 

き」

に
英

•

仏
.

魯
•

等

を

ふ

く

め

な

が

ら

も

露

.♦
•
土 
•

支
.

等

に

「

立
君
^

 

裁」

の
.

モ
ナ
ル
キ
を
み
い
だ
す
か
ら
、
こ
れ
を
前
記
の「

開
化」

の

「

順
序」

に
照
合
す
れ
ば
、

立
.

君」

の

「

#

西
亜」

に

「

欧
羅
巴」

.

の「

文
明」

を
も

と 

め
な
、が
ら
も
'-
,

半
開」

の

「

露
西
亜」

'

に

「

亜
細
亜」

の

「

独
裁」

を
み
る
こ 

と
に
な
る
。
こ
れ
.に
っ
き
殊
更
に
究
明
さ
る
べ
き
は
一
八
七
〇
年

刊

の『

{S

洋 

琪
情
ー
へ
-i』

が
、
.「

支
那」

'

.

の"

「

独
裁」

.

を
否
定
し
て「

魯
国」

の「

趴
双」

を 

是

認

し

た

事

実

.に

は

ら
ま
.れ
.る

論

理

な

の

であ
づ
て
、.
わ
れ
わ
れ
の
推

論

が

帰
 

結
す
る
と
こ
ろ「

魯
西
M

」

迤
肯
定
の
思
想
史
的
事
実
は
、
ま
さ
し
く
福
沢
の 

思
想
に
.

お
け
る「

文
明
開
化
.

」

•

の.「

特
権」

に
転
化
せ
ら
れ
た「

立
君
独
裁」

の 

「

政
体」

P

評
価
を
い
み
し
'

こ
れ
を
前
節
の
.

末

尾

の

論

述

に

照

会

す

れ

ば

.、 

「

立
.

君

独

裁」

.

.
の

「

政
治」

に
お
.

け
る
'「

文
明
開
化」

の

「

精
神」

に
お
い
て 

「

魯
国j

のn
「

政
体」

が
容
認
せ
ら
れ
る
実
例
^

し

め

し

、「

立
君
独
裁」

の

八
五
パ
ー
四
九
セ)



「
政
体」

.

.

を
存
置
し
て「

文
明
開
化」

.

の

：

「

特
権」

'

に
転
化
す
：る
日
本
.

『

近
代 

化』

'

路
氣
の
敝
取
図
が
表
示
さ
れ
た
と
と
を
意
味
す
る
の
.

で
，あ
る
。

.

.

.

㈡

'

政
体
論
相
対
化
と
絶
対
主
義
思
想
:

前
段
の
結
論
ょ
り
し
て
確
認
さ
れ
う
る
論
点
は
.、

一
八
六
〇
年
代
末
年
に
福 

沢
の
思
想
.

に
生
じ
た
著
し
い
変
容
の
過
程
が
、
.「

立
君
独
裁」

の「

政
体」

を「

文 

明
開
化」

の
.「

特
権」

と
し
て
容
認
す
る
と
同
時
に
、
這

様

の「

政
体」

の
運 

動

を

「

精
神」

な
い
し
は「

民
心」
に
帰
因
せ
し
め
る「

変
革」

の
論
理
を
孕 

む
に
い
た
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
.

。
福
沢
の
思
想
の
発
展
過
程
に
.お
け
る
斯
様 

な
旋

B
.

の
前
提
条
件
^

か
.
.ん
し
、
本
論
.

を
総
括
す
る
と
_い
う
目
的
か
ら
前
論
の 

総
括
を
も
参
照
す
る
な
ら
ば
、
慶
應
元
年
の
執
筆
と
推
^

せ
ら
れ
る「

西
洋
事 

倩」

の
稿
本
の
写
本
の
.
.う
ち
に
、'

い
わ
ゆ
る「

政
治」
の

「

体
栽」

が

「

四
様」 

に

「

区

別」

せ

ら

れ

て

、

立

君

定

律

」
「

合

衆

政

治」
「

貴

瘀

合

議」
「

主
君
独 

裁」

と
読
ま
れ
る
の
.
.に
反
し
、
慶
應
ニ
年
に
脱
稿
出
版
せ
ら
れ
た

『

西

洋

事

 

情

』

.

の

「

初

編

備

考」

に

お

い

て

、

「

四
様」

.
の

「

政

体」

も

n

一
一
様
：

」
に

「

区 

別」

せ
ら
れ
る
に
い
た
り
、「

貴
族
合
讓」

と

〔

合
衆
政
治」

に
対
置
せ
ら
れ
る 

「

立
君」

は

「

主
君
独
裁」

の

「

モ
ナ
ル
キ」

と
し
.て
現
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ 

る
。
如
上
へg

,

政
体
論
に
み
ら
れ
る
三
分
法
の
構
成
の
う
え
に
も
、「

合
衆
.

政
治」 

へつi b
な

る

「

貴
族
合
議」

に
た
い
い1
て
、

「

独

裁」

の「

忠

群」

_
を
擁
立
せ
ん 

と
し
た
親
仏
佐
藉
派
の
絶
対
主
義
論
が
反
映
さ
れ
て
い
^1

ぎ
実
は
本
論
に
も
し 

め
さ
れ
て
い
る
が
、
絶
対
主
義
論
の
発
展
そ
の
も
の
は
一
八
六
八
年
の『

外
編』 

に
お
ょ
ん
で
、「

政
体」

論

の

「

相
対」

化
へ
と
導
く
新
た
な
段
階
を
画
定
す 

る
か
ら
、「

政
体」

の

「

実」

を
茁
ん
じ
て「

名」

を
軽
ん
f

y

)
「

10

対」

fk

過

八

六

(
一

四
九
八)

程
.

の
重
層
的
な
構
成
も
六C

}

年
代
末
年
に
胚
胎
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
と 

も
あ
：れ
、
明
治
ニ
年
刊
行
の

r

英
国
議
事
院
談』

が
、「

英
国」

の

「

l
AZ
.

,

r

 

律」

'

に

「

夂
⑽」

の

「

君
上
専g

」

を
見
出
す
過
程
は
、
同
年
刊
行
の『

世
界 

国
尽』

が
差
し
当
り
，「

開
化」

.

の

「

特
権」

を
担
い
得
る「

議

」

の「

政
体」 

を
、「

英
吉
利」

型

の

「

定
律」

か

ら

「

魯
西
亜」

型

の

「

独
裁」

.
へ
と
推
転 

せ
し
め
る
過
程
で
.

も
あ
り
得
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

し
か
し
て
、『

西
洋
事 

情』

の

「

写
本」

ょ

り『

初
編』

へ
の「

立
君
独
裁」

の
思
想
の
展
開
が
、「

立
. 

君j

の
制
度
に
お
け
る「

独
裁」

の

精

神

に
つ
い
て
丸
山「

史
学」

の
方
法
' 

「

概
念」

を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
'

『

外
編』

に
は
じ
ま
り『

ニ
編』

へ
つ
ら
な 

る

「

政
治」

形
態
論
.

の

「

相
対」

化
過
程
は
、「

独
裁」

の

「

か
か」

に
お
け 

る

「

文
明」

の

「

精
神」

を
か
か
る
概
念
の
枠
組
か
ら
超
脱
し
た
観
念
た
ら
し 

め
る
の
で
あ
る
。
，福
沢
の
思
想
が
'「

政
治」

形
態
論
を
越
え
て「

国
家」

本
質 

論
に
転
ず
る
上
述
の
過
程
は
、
明
治
ニ
年
成
稿
の「

世
界
国
尽
附
録」

を
介
し 

て
明
治
八
年
初
刊
の『

文
明
論
之
概
略』

へ
導
か
れV

「

衆
心」

の

「

発
達」

と 

同
義
に
理
解
せ
ら
れ
た「

夂
_

」

の
段
階
に「

政
体」

を
照
応
せ
し
め
，て
、
 

「

政
体」

と
識
別
.

せ
ら
れ
る「

国
体
1-
の
観
念
の
ぅ
ち
に
国
家
本
質
論
的
関
速
を 

し
め
す
の
で
あ
る
。
そ
の
ば
あ
い
殊
更
”

-

留
意
さ
る
べ
き
は
、
六
八
年
以
降
の 

い
わ
ゆ
る
相
対
化
過
程
に
あ
っ
て
も
、
絶
対
主
義
論
を
自
明
の
前
.

提

に

「

衆
心 

発
達
論」

の
論
理
が
貫
徹
し
、「

明
治」

'

の

「

1

」

を

「

人
民」

.

の

層
^]」)

 

に
従
わ
し
め
ん
と
し
た
試
み
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
は『

近
代』

国
家
の 

階

級

的

本

質

を

絶

対

主

義

の

政

治

的

形

態

に

あ

ら

^

^

、
.後
進
国
の
ブ
ル
ジ
ュ 

ヮ
シ
ー
の
舉
命
的
た
り
え
ぬ
ま
で
も
独
創
的
■
な
弁
証
法
な
の
で
あ
る
か
ら
、
後 

進
日
本
の『

近
代』
思
想
に
お
い
て
は
丸
山
氏
の
箸
名
な
福
沢
論
の
指
は

ん
，し
て
、.
，

「

価
値
判
断
の
相
対
他」

が

政

洽

盼

な

絶

对

主

義

と

相

伴

う

藤

実

に

(

18)

.

*=
3
-
文
明
論
之
概
略』

(

同
全
集
第
四
卷
22〜

23

頁
。)

丸
山
思
想
史
学
批
判
の
最
初
の
言
葉
を
.

読
む
と
い
う
.

こ

と

も

許

さ

れ

る

で

あ

ろ

(

19)
『

日
本
の
思
想』

に
お

け

る「

絶
対
主
義」

と

「

近
代
国
家」

の
概
念
の 

う
。

• 

. 

併
存
に
つ
い
て
昍
中
前
掲
論
文
、
四
の
㈡

(『
三
田
学
会
雑
誌』

59

卷
12

号
91

H

。)

の

註

(

9

)

を
参
照
。

;

:

i

i

l

 

: 

(

■

l l
p

I I
I

^

I I
(

3

)
『

西
I

L

:

l ;
i l
“

I ;
5 5
.

.

わ
ぬ
理
論
的
考
察
の
一
例
で
ぁ
る
。

4

)
『

西

洋

事

情

ニ

編

』
(

同

全

，集

第

ー

卷

53
9

〜

柳
.
頁
。)

(

5

)

.『

世
界
国
尽
附
録』

(

同
全
集
第
こ
，卷
66
3

〜

66
5

頁
。)

(

6

 

丫

『

世
界
_

尽
附
録』

(

同
全
集
第
ニ
卷
66
5

〜

66
8

頁
。)

 

：

.、

(

7

)
『

西
洋
辦
情
ニ
編』

(

同
全
集
第
ー
卷
猢
；良
。)

所
説
の
比
較
風
俗
論
を
参 

.

照
。

(

8

)
『

世
界
国
尽
卷
三』

(

同
全
集
第
ニ
卷
62
5

〜

62
8

頁
。)

の
本
文
も
こ
れ
を
証
明

し

て

い

る

？

，
.

.

.

，

(

9

)

田
中
前
掲
論
文

(『

三
田
学
会
雑
誌』

59

卷
12

号
95〜

96

頁
。)

(

10)
「

御
時
務
の
儀
に
付
申
上
候
書
付

」
(

同
全
集
第
二
十
巻
3

頁
。)

(

11)

.
_ 

C

長
州
洱
征
に
関
す
る
建
白
書〕

(

同
全
集
第
二
十
巻0

0

頁
。)

(

12)
「

福
沢
英
之
助
宛
慶
應
ニ
年
十
一
月
七
日
付
福
沢
論
吉
書
翰」

(

同
全 

'

集
第
十
七
卷
30〜

32

頁
。)

の
主
張
を
参
照
0

13)

長
州
洱
征
に
か
ん
す
る「

速
言」

と「

西
洋
^
愦」

の
閱
係
に
つ
い
て
は
、

:

同
全
集
第
ニ
十
卷
11

頁
所
載
解
説
参
照
。
 

•

.

14)
『

文
明
論
之
概
略』
(

同
全
集
第
四
卷
42〜

43

页
。)

 

：

15)
『

炎
国
議
.

院
談』

(

同
全
集
第
二
卷
如〜

棚
頁
。)

.

(

16)
『

文
明
論
之
概
,

』
(

同
全
集
第
四
卷
27〜

32

頁
。)

 

•

:
 

:

17)
『

学
問
の
す
\

め
四
編』

(

同
全
集
第
三
卷
49

ト
50

頁
。)
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丸
山
思
想
史
学
の
批
判
的
洱
評
価 

八

ご
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